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事例１
「読む⼒の弱い⽣徒さんへの作文指導」

■ 小学6年⽣ 男の子Bくん

■ 知的⽔準は平均。理解⼒、書く⼒は年齢相応ある。

聞く⼒や短期記憶に弱さがある。

■ 作業スピードは速いがミスが多く、考える前にぱっと目に付いたとこ
ろからやり始めてしまう。不注意傾向がある。



［相談内容］
説明が少なくて内容がつかめない

⽂が⻑すぎて内容がつかめない

Bくん保護者

普段の会話でも、何を伝
えようとしているのかわ
からないことがあります。



作文に必要な⼒
■語彙⼒ ⾔葉を⾔い換えたり、具体的な内容や、⾒たもの

■表現⼒ ⾃分が感じた事も書き加え、文章を際⽴たせる⼒

■思考⼒ ⾒えない部分も想像して文章に表す⼒

■観察⼒ ⾒聞きしたものを⾔葉で再現できる⼒

■構成⼒ 文章に的確な⾔葉で⾁付けし、文章の順序や語句

の名前などを書いたりする⼒

の順序を考える⼒
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・物語文からスタート

読む 絵を書く ⽂図
まとめ

Bくんが講師に
話の内容を説明する





注⽂の多い料理店
宮沢賢治



一房の蒲萄
有島武郎



トロッコ
芥川龍之介



アジサイ
椋鳩十





第３場面 第２場面 第１場面

妹はアジサイ
をとって飛び
出してきた。

アジサイのや
ぶに妹が入っ
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わたしと妹は、
アジサイの斜
面まで来た。
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指導を通して

■ 文章を読むとき、⼤切な情報に注目しながら読むようになった

■ 場面の転換を把握するなど、要約しながら文全体を把握できるようになった

■ 伝えたいことを具体的にイメージし、それを⾔葉に置き換える意識ができた

■ たくさんの本を読んでもらうよう、毎日のミニ読書をお願いしています

■ 説明文での文図作りにうつる予定です



事例２ 国広かおり先⽣より
「低学年の⽣徒さんへの作文指導」

■ 小学２年⽣ 男の子Aくん

■ 2歳の頃、発達＋ことばの遅れを指摘され、2歳半〜療育に通っていた

■ 現在発達の遅れはほとんどなく、就学前にひらがな・カタカナの読み
書き、1ケタ・2ケタの足し算・引き算はひととおりマスター出来てい
る記憶⼒が良く視覚認知⼒が⾼い

■ パターン学習は得意な反面、文章理解や抽象概念の理解は苦⼿



［相談内容］
前後の⽂が繋がっていない

全く内容がつかめない

作⽂や日記が宿題に出て
もなかなか書けません。
どう声かけをしたらよい
のかわかりません。

Aくん保護者








